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〔I〕 1月29日付 Pravda紙は中央統計局の発表として， 1966年度におけるソ連国
民経済の実績を掲載した。 1965年対比（%〉 1965年対比（%〉
社会的生産物（昨紫雲2錯） 108 小売商品取引高 108.7 






























燃料工業 6 建設材料 9 
黒色・有色冶金（鉄・非鉄冶金〉 9 軽 工 業 9 
化学工業 13 食品工業 4 















その内，完成品 C" ) 
鋼 管














100万m単位 1,501 109 
1,000トン単位 9,901 110 
鉄 鉱 石（100万トン〉 160 104 
鉱物肥料（100万トン〉
有効成分 100%含有換算 8.4 114 
出荷製品 35.8 115 
農 薬（1,000トン〉
有効成分 100%計算 115 111 
出荷製品 207 104 
硫 酸（1,000トン） 9,366 110 
プラスチック材料および合成樹脂 (1,000トン） 971 121 
化学繊維 (1,000トン） 458 113 
苛性ソーダ（1,000トン） 1,393 107 
自動車用タイヤ (100万個） 27.7 105 
タービン (100万kw) 15.2 104 
タービン発電機（100万kw) 13.4 93 
自 動 車 (1,000台） 675 110 
貨物自動車および、パス (1,000台〉 445 107 
乗 用 車 (1,000台） 230 114 
トラクター（1,000台） 382 108 
京氏 (100万トン） 3.5 110 
セメ ン ト（100万トン〉 80 110 
石 ケ ン (100万トン〉 1.7 94 
ラジオ受信器（100万台） 5.8 113 
テレビジョン (100万台〉 4.4 121 
冷 蔵 庫 (1,000台） 2,204 132 
洗 濯 機（100万台） 3.9 113 
オートパイおよびスクーター (1,000台） 753 104 








Oヘクタールあたりの収量は64年の11.4ツエントネlレ（ 1ツエントネル＝ 100 kg 
であるから， 1.14トンにあたる〉に比べて， 13.7ツエントネルであった。
65年実績 66年実績 増加率（%〉
食 肉（100万トン） 10.0 10.8 108 
乳 (100万トン〕 72.6 70.1 105 
卵 (lo億個） 29.1 31.4 108 
羊 毛 (1,000トン） 357 372 104 
〔V〕 輸送実績の要旨は次のように公表されている。






















河川輸送 279 104 
自動車輸送 3,374 103 










































































































































































































































































































3 目 Vアラブ連合へ小麦供与一一ソ連はこのほどアラブ連合に対して， 1700万ドル
相当（65万トン〉の小麦を売却する協定に調印した。このうち25万トンは 3月中
に到着の見込であるという。









































一（ 14 ）ー -318ー
シベリア開発（ 1月〉
















































































8 日 f Prav白紙文化革命報道一一8日付のPravda紙は“ジグザ、グの文化草命”
について報道し，今や中国内部で反毛派が反撃に転じようとしているとのベた。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































め，米上院軍事委員会は 3月16日付で， 『もしソ連との合意に達しえない場合は， A
BMの展開に踏み切れ』という公式見解をまとめた。
一方，ソ連側もフルンゼ陸軍大学のクローチキン学長のABM擁護論などの表明が
































































































































































































































































一（ 46 ）ー -296ー

















































































































































































































































































































-305ー -( 55 )-
シベリア開発（ 2月）














































































































































































































































































' 7月に第 1回日ソ定期協議 外務省は 2日，第 1回の日ソ定期協議は予定
より平く 7月下旬開かれる旨明らかにしたり
V ソ連・エチオピア共同声明 ーハイレ・セラシェ・エチオピア皇帝のソ連訪



















3 日 V 日ソ航空協定発効一一一北原外務省欧亜局長と， ピノグラードフ駐日ソ連大使











































































































































































































































































































































































































































ド，瓦もの綿製J,t，靴などが， 1～3 Jの間だけで 500万ポンドも契約されたと
いう O





















































































l9日 V西シベリア鉄道の輸送状況－Gudok紙によれば， 今年の 1月西シベリア
-329- -( 79）一



















































































































































































































































































-337- 一（ 87 ）ー
シベロア開発（ 3月〉
塞ぎ，この水害となったものである。


































































M, 目 実績数字 前年比（%）
電 力（10億kwh) 143 llO 
石 社il(100万トン） 68.0 108 
jf ス (10億n1:i '11.0 lll 
石 炭（100万トン） 149 101 
うちコークス炭（100万トン） 36.l 101 
金先 鉄 (100万トン） 18.0 105 
室岡 鉄（100万トン） 25.0 106 
圧延鋼材 (100万トン〉 20.2 108 
うち完成品（100万トン） 17.4 107 
室岡 管 100万m単位 405 109 
1,000トン単イ立 2,651 109 
鉄鉱石 (100万トン） 40.6 105 
鉱物肥料（100万トン） 9.7 ll6 
農 薬（1,000トン） 54.6 113 
硫 酸（1,000トン〕 2,472 108 
プラスチック材および合成樹脂 (1,000トン） 272 125 
化学繊維 (1,000トン〉 123 109 
苛性ソーダ（1,000トン） 373 lll 
自動車用タイヤ（100万個） 7.2 106 
タービン（100万kw) 3.4 107 
タービン発電機（100万kw) 3.2 llO 
自動車（1,000台） 177 ll2 
トラクター (1,000台） 99.7 108 
紙 (1,000トン） 931 107 
セメント（100万トン〕 20.3 107 
石ケ ン（1,000トン〉 419 102 
ラジオ（1,000台〉 1,564 123 
テ レ ビ （1,000台〉 1,147 109 
冷 蔵庫 （1,000台） 624 125 
一（ 90 ）一 -208ー
シベリア開発（ 4月）
洗濯機（1,000台） 1,038 112 
オートパイ，スクーター（1,000台） 194 104 































































































































にいっていなかった事を示すものかもしれない。 ソ連の外務省と， KGB C国家保安
委員会〉の出先との聞は，クレムリンの内紛とからんで，余りスムーズな協力がおこ





































































































































































































































































































































































































































































では 4月14日昨年の 4月26日以来， 756ln］目の地震があった。その震度は 3～4
ノミールで，震源地は今までと同様に市の中心部にある。しかし市内は正常な活動
を続け，特に被害はなかった。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































授与された。共産党政治局員候補，カザフスタン党第 1吉：記 D.A. Kunaevは党
中央委とソ連邦最高会議幹部会の依嘱により，労働者農民に対し祝辞を述べた。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































電 力（10｛意kw) 292 110 
石 油（100万トン） 139 108 
ガ ス（10億nf) 78.6 111 
石 炭（100万トン） 295 100.9 
うち コークス炭 72.3 102 
銑 鉄（100万トン） 36.6 106 
一（218 )- -256ー
シベリア開発（ 7月）
鋼 鉄（100万トン） 50.6 106 
圧延鋼材（100万トン） 40.5 107 
うち完成品 34.9 107 
鋼 管（100万m) お06 109 
(1,000トン） 5,242 108 
鉄 事よ 石（100万トン） 82.6 205 
鉱物肥料（100万トン） 19.8 115 
農 薬（1,000トン） 109 107 
硫 酸（1,000トン） 4,807 104 
プラスチック材および合成樹脂（1,000トン） 538 119 
化学繊維（1,000トン） 248 111 
苛性ソーダ（1,000トン） 747 111 
自動車用タイヤ（100万個） 14.5 106 
タービン（100万kw) 7.2 104 
タービン発電機（100万kw) 7.2 114 
交流電気モーター（100万kw) 16.2 107 
金属切断機（1,000個） 98.9 105 
冶金設備 145 115 
石油施設（1,000トン） 73.6 99 
織物工作機（1,000台） 11.3 95 
内燃機関車（幹線用）（台） 771 104 
貨 車（幹線用） (1,000台） 21.6 109 
日 動 車（1,000台） 356 110 
トラクター（1,000台） 199 106 
農 器 具（100万ルーブル） お5お 103 
コンベヤー（1,000台） 49.8 110 
掘 自I) 機（1,000台） 12.7 111 
ブルドーザー(1,000台） 12.7 116 
紙（100]jトン） 1.9 107 
セ メ ン ト（100万トン） 41.5 106 
織 物（100万nf）木 京自 2,924 104 
毛織物 265 109 
257- 一「（219）一
シベリア開発（ 7月）
亜 麻 321 109 
絹織物 459 107 
裁縫製品(10億ルーブル） 5.7 116 
下着メリヤス (JOO万着） 40fi 108 
上着メリヤス（100万着） 122 ]13 
皮 靴(100万足） 280 108 
肉（100万トン） 2.8 121 
神、 獲 A'((lOO万トン） 3.5 110 
植物性油（100万トン） 1.5 112 
石 ケ ン（1,000トン） 856 101 
時 計（100万個） 16.9 106 
フ
、Jで， オ（100万台） 3.1 120 
ア レ ピ（100万台） 2.4 112 
冷 蔵 庫（1,000台） 1,279 124 
洗 濯 機（1,000台） 2,090 111 
オートパイ，スクーター（1,000台） 388 104 


























































































































































































































































8月19日付の Pravda紙は，北京のソ連大使館が， 8月14, 17の両日，暴徒に襲わ
れ，家具，書類のほか自動車3台を焼かれ，数人のソ連外交官が重傷を負ったむね発
表した。 ソ連政府は，この事件について， 2回にわたり，中国政府へ厳重な抗議をお























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ソ連共産党qi央委員会は 9J 26 [J，総会をIJ恥、たω 会議は l[Jで終ったが， 68年皮



























































































1400)jルーブルu ユメコン以外ではキューパが最も多く， 輸I¥4 1J己：3100万ルーブル，
輸入 2｛，むら700））ループマノレυ 対ij共貿易は輸出 l｛志5800万ループル，輸入 1f怠2900)jノレ














































































































































































































































































































































1 日 Vソ連首相，アラブ連合外相と会談一一一訪ソrf1のリアド・アラブ連合外相はi1 
H，クレムリンでコスイギン首相と会談した。
V太平洋ロケット実験終了一一IHIのタス通信はロケット実験の終了にともな






















































































































































































































































































































































































































































































































































































068年には労働者Lと勤務員の平均月給は 108.6 Jレープノレに達し， 67年にくらべて





































































ツおよび欧州、｜アカマツを各々 550万m＇，紅マツ 275万Il, 合計2750万11, tr-J 5億ドル
分を 7年間にわたって輸入L, これと同額の伐採用機械， f：木機械，を ・WG延べ払い
を認めて，ソ連へ輸出しようというものである。
これについて， 来日中のアクアトフ・ソ連木材輸出公団総裁は司公同のワク外で，














合う木村供給（州） )J ni）はフ 5ヵ年計画で1969年から開始するーーなどであった。
移金星4号，軟着陸に成功
6月12日打上ちげられて以来， 金S?:.-,1













主た， 10月30日には，コスモス衛Jn.186号と 188号を地球をまわる軌道上で， 自動
ドッキングさせる事にも成功したの とれら一連の成功はソ速の宇'rlT科学の水準を示す
ものであった。











































































































































































































































は1t,i1qr:ij共fjに比べて 13.5%向上し， 170トン以上の各種金ki!i204万 9000kwhの電
力， 552トンの燃料を節約した。



























































































































































































































































































































































































































凶民所得 5.7 7.'2 
工業生産高 8.6 9.4 
農業生産高 '2.4 4.2 
実質所得（人口 1人当〕 3.6 5.9 

























































68年度に農業は， トラクター30万7000台， トラック16万5000台， 農業機械18億／レー










し， 6%増（今年比）， 5ヵ年間全体では20.5%増大し，指令 114.7ノレープノレを上凶る





1人当り実質収入は， 68年度に 6.9%増大し， 70年には指を上[EJるだろう。
住宅建設では， 68年度に総財源による住宅総面積約9500万凶が建てられ，今年比13
%増である。 5ヵ年間の住宅総面積は 4億6600万nfとなり， 6000万人以上が住宅条件
を改善するであろう Q

































































































《種 jc1 }Jlj》 ヵ月の期比
生産高 （%） 
電力（10億kw) 404 109 
";?:1 打h(100万トン） 214 109 
ガス（10億ni') 116 111 
石 炭（100万トン） .446 102 
うちコークス炭 110 103 
銑 鉄（100万トン） 55.6 106 
鋼 鉄（100万トン） 76.2 106 
圧延鋼材（100万トン） 60.9 107 
うち完成品 52.5 107 
鋼管（100万m) 1,229 110 
(1000トン） 7,908 108 
鉄鉱石（100万トン） 126 105 
鉱物肥料（100万トン） 29.5 114 
農 薬（1,000トン） 164 105 





プラスチック材1合）J見 812 115 
樹脂（1,000トン）
化学繊維（1,000トン） 374 111 
苛性ソーダ（1,000トン） 1,123 110 
自動車タイヤ（100万個） 22.0 107 
ターピン（100万kw) 10.7 102 
タービン発電機（100万kw) 10. 9 106 
交流電気モータ（100万kw) 24.5 107 
金属切断機（1,000個） 148 104 
冶金設備（1,000トン） 221 115 
石油施設（1,000トン） 108 97 
織物工作機（1,000台） 16.0 88 
内燃機関車（幹線用） l, 156 103 






農－探兵（100万ルーブル） l,;305 lo:1 内（100万ト〉） 4.4 117 
コンベヤー (1,000台） 75.1 109 漁獲量（100万トン） 5. l 111 
指n1'11 機(l,OOOfi') 19.0 110 動物性掃1(100万トン） 日4 101 
ブルドーザー（1,000fi') 19.] 117 植物性油（100万トン） 1.8 114 
紙（100万トン） 2.8 107 石ケン（1,000トン） 1,197 100 
セメント（100万トン） 62. 9 106 時 計（100万個） 26 107 
織物（100万ぱ）木綿 4,432 104 ラジオ（100万台） 4.8 116 
毛織物 407 108 テレビ（100万台） 3.7 113 
斑麻 478 109 冷蔵庫（1,000台） 1,967 124 
絹織物 699 108 洗濯機（100万台） 3.2 113 
裁縫製品(10億ループノレ） 8.5 115 
オタ自転ー車市（トlパ？，（冊10エイ。0，万台ン）ジス台）クン付ー
587 104 
下着メリヤス（100万着） 606 107 :3.2 105 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6. 20 I 
～21 I党中央委開会
6. 24 I党政治局，緊急会議




9. 26 I ソ連陸軍大演習開始
9. 26 I党中央委総会
10. 10 I 
～12 I第 7回ソ連邦最高会議第 3会期開催
10. 23 I ソ連，空母建造中と英国筋発表



























































































































































































































































































































































































































































3. 7 I 2soo企業が新経済方式に移行と発表
3. 27 I農業部門にも利潤方式採用と発去
4. 15 I ソフホーズの独立採算制承認
































































































































































































































































































































































































































4. 1 I 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































10. 2 I トルコ・ソ述国境に核地雷網敷設か？
1. 8 i世界共産党首脳，モスクワで非公式会談















i:i' 国 256頁 268頁 172頁
rjJ 国 品切 519 558 
イ ン ド 241 257 218 
インドシナ 263 267 480 
フィリピン 173 274 172 
タ イ 240 332 208 
シンガポーノレ 242 196 234 
インドネシア 296 251 208 
ピ ノレ マ才 325 387 288 
パキスグン 品切 354 300 
シベリア開発 386 387 338 
く国別シリーズ〉 定価 800円は部数僅少のためア
ジァ経済出版会（東京都新宿区市ヶ谷本村町42TEL（代表〉
353-4231）に直接お申し込み下さい。
アジアの動向〔シベリア〕 1967 
昭和43年 3月15日印刷 。1968{f:
昭和43年3月25日発行
定価 800円
発行所 ア ジア経済研究所
東京都新宿区市ヶ谷本村町42
印 刷所
製本
電話東京 353局 4231（代表（
株式会社第二印刷所
株式会社舟清製本所
昭和43年3月15日印刷・ 3月25日発行／アジア経済研究所出版物通巻第774号・整理番号 67]
